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※周辺地域における調査箇所は備考欄に示す。

注1） 「ＩＤ」「公開レベル」「保管形式」「保管場所」については記入しないこと。

注2） ドロップダウンリストから該当する項目を選択すること。

注3） 該当する項目の□をクリックし、チェックを入れる。
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核心地域 緩衝地域 周辺地域
■目的
　白神山地世界遺産地域及び周辺地域において、白神山地世界遺産
地域モニタリング計画の重点調査に位置づけられている中・大型哺
乳類の生息状況を把握することを目的として自動撮影装置による調
査を実施。また、今後白神山地への分布域拡大の可能性が指摘され
ているニホンジカやアライグマ等の侵入状況の把握に努める。

■調査対象
　中・大型哺乳類相

■自動撮影装置設置箇所
　入山者数カウンター設置地点周辺（暗門及び小岳を除く）10箇所
（各１台、二ツ森のみニホンジカ監視強化のため３台）、ブナ林モ
ニタリングサイト３箇所（各３台）、白神山地周辺町村の管理協力
設置４箇所（各１台）、ニホンジカ監視強化のための増設設置１箇
所の18箇所に計26台の設置を行った（図１）。

■調査期間　平成27年５月11日～平成27年11月18日

■使用機器　BMC社SG968K-10M、TREL10J

■集計方法
　撮影された画像について、目視で動物種名や個体数等の判別を行
い、地点別の出現種等を集計する。

・自動撮影装置による動物の撮影個体数（連写の場合は、一連の撮影で写った個体数の最大頭数）は562頭、その内哺乳動物の
撮影個体数は549頭であった。
・撮影個体数の多い中・大型哺乳動物としてはニホンザル（141頭）、カモシカ（118頭）の撮影が多く、次いでノウサギ
（49頭）、タヌキ（39頭）、ツキノワグマ（33頭）、アナグマ（31頭）、テン（17頭）、キツネ（９頭）、イタチ（７頭）
となった。他にハクビシン（2頭）、ニホンジカ（１頭）、モモンガ（１頭）、ネズミsp.（92頭）が撮影され、撮影種は13種
になった（表１）。
・撮影個体数の多かった地点としては、留山（103頭）、白神岳（88頭）、二ツ森気象観測施設（72頭）、大川（39頭）と
なった（表１）。
・自動撮影装置により撮影された生息域の拡大が懸念される種としては、白神の森遊山道に設置している機器によりニホンジカ
１頭（雄）、前年度に引き続き高倉森登山口付近に設置した機器によりハクビシン２頭が撮影された（図２）。
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図１ 平成2７年度自動撮影装置調査実施状況について 

図２ 自動撮影装置による生息域の拡大が懸念される種の撮影 

ニホンジカ（㉓白神の森遊山道） ハクビシン（⑪高倉森登山口） 
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総計

ニホンザル 2 2 7 5 3 4 18 13 18 3 1 2 2 23 5 18 11 1 2 1 141
ノウサギ 2 2 4 2 2 7 1 23 1 4 1 49
ツキノワグマ 1 1 2 2 1 2 2 2 1 1 2 9 1 4 1 1 33
キツネ 7 2 9
タヌキ 5 6 1 3 18 5 1 39
テン 2 2 3 1 2 2 2 1 1 1 17
イタチ 2 1 4 7
アナグマ 1 3 7 1 4 13 2 31
ハクビシン 2 2
ニホンジカ 1 1
カモシカ 4 3 2 1 1 1 4 5 1 6 55 2 1 4 10 17 1 118
モモンガ 1 1
ネズミsp 5 5 82 92
哺乳類種不明 1 1 1 2 1 1 1 1 9

ヤマドリ 2 6 1 9

キジバト 2 2
クロツグミ 1 1
ハシボソガラス 1 1

合計 7 10 9 8 7 20 1 4 8 39 24 28 11 4 4 9 88 72 22 103 24 25 18 7 6 4 562

表１ 自動撮影装置による動物の撮影状況（撮影個体数※）※連写の場合は、一連の撮影で写った個体数の最大数 
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